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【議事録】 

1．司会進行 今井 菜美子  幹事 

2．開会点鐘 嘉納 英樹  会長 

3．四つのテスト  吉田 秀樹 会員 

4．ゲスト・ビジター紹介     寿原 裕美子 会員 

①アンダーソン毛利友常法律事務所外国法共同事業 

石井 道遠 様 

②光行 順子  様 

 ③米山奨学生        張 夢竹 様 

 

5. ニコニコ報告 鷲澤 充代  会計 

①鷲澤 充代  会計 

②尾崎由比子 直前会長 

③古山真紀子 会長エレクト 

④光行 順子 様 

 

6.  会長報告           嘉納  英樹   会長 

7． 幹事報告 今井 菜美子 幹事 

8．卓話      【右参照】 

9．今後の予定 尾崎由比子 直前会長 

10．閉会点鐘   嘉納 英樹  会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【卓話】  

 

（以下、石井様） 

第77回例会 

元国税庁長官 石井道遠様 卓話まとめ 

「税務・金融行政と私」 

 

 本日の卓話表題を「税務・金融行政と私」といたしまし

たが、時間が30分と限られておりますので、税務、特に

1993年3月、私が国税庁調査査察部査察課長の時に

直接関わりました金丸信元自民党副総裁の脱税事件

を中心に,可能な範囲でお話したいと思います。 

 その前年の92年9月に金丸氏は佐川急便より５億円

の政治献金を受けていた件で略式起訴され、20万円の

罰金刑となります。これがあまりに軽い処罰であるとの

国民の不満が噴出し、検察庁の建物に黄色いペンキ

が投げつけられる事態になりました。このような状況の

下、念のため国税庁でも、国税局にある金丸氏の関係

資料を洗い直したところ、数年前の古いものでしたが、

無記名の割引金融債（日債銀のワリシン）を所持してい

るという資料が見つかりました。そこで改めてそれが現

在どうなっているかを調べる必要があると考え、国税局

にその旨を指示したところ、その残高が30億円近くに達

していることが記載された日債銀の内部メモを見つける

に至りました。国税庁・大蔵省内部で協議した結果、こ

れは検察庁と協力して対応するしかないとの結論に達

し、この一枚のメモを検察庁に持ち込みました。割引金

融債は無記名なため、現物の所在がわからない中で強

制捜査に踏み切ることには慎重論もありましたが、これ

を握りつぶすことは到底できないとの判断から、93年３

月6日、所得税法違反容疑で検察・国税合同の強制捜

査に入り、金丸氏を逮捕をするとともに、関係個所の家

宅捜索を行うことになります。 

元国税庁長官  

アンダーソン毛利友常法律事務所 

外国法共同事業 

石井 道遠 様 
 

『税務・金融行政と私』 

 



 30億円の割引金融債といっても、たかだか30枚程度

の紙きれです。しかも無記名ですので、現物を発見し、

本人に帰属する所得であることを立証することが必要に

なります。それを解明するには、極秘裏に事前の内偵

を進めるとともに、強制捜査の日には一斉に本人や関

与した関係者の身柄を拘束（逮捕）し、関係箇所の家宅

捜索を行うことが不可欠でした。影響が大きい事案だけ

に、逮捕しても証拠が固まらずに起訴できなかった場合、

「すみません」では済まされないと思っていました。リスク

も大きく、大変難しく重い決断でしたが、結局、金融債

は、深夜、永田町パレロワイヤルの一室から発見される

ことになります。金丸氏は脱税容疑で起訴されましたが、

裁判中にお亡くなりになりました。 

 この事件は世間に大きな衝撃を与えました。これが直

接の原因であったかわかりませんが、政治の世界では、

その後、政権交代と選挙制度の改革へとつながってい

きました。しかし、このような政治的・社会的な影響はと

もかくとして、この事件に関わった一官僚の率直な感想

としては、このリスクの多い、難しい決断に至る行政内

部の意思決定メカニズムが健全に機能したという点が

重要だったと思っています。脱税を疑わせるに足る合

理的な事実が判明した場合、相手が誰であれ、これを

看過せずに責任をもって立ち向かう意思決定が関係者

間で行われた所にこの事件の意義があったように思い

ます。事件から30年近い年月が経とうとしています。そ

の後、大蔵省、検察庁ともに様々な不祥事が起こり、国

民の批判を浴びることになりました。省庁再編が行われ

るとともに、行政と政治の関係も大きく変わりました。し

かし、この事件の意義は今日でも失われていないと思

っています。 
 

◆作成；今井 

 


